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（仮訳） 

協議議事録  

ボリビア共和国 

ポトシ市サンファン浄水場建設計画 予備調査 

 

 

ボリビア共和国（以下「ボリビア国」）政府の要請に基づき、日本国政府は、ポトシ市

サンファン浄水場建設計画（以下「プロジェクト」）に関する予備調査を実施することを

決定し、その調査を独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）に委託した。 

JICAは、ボリビア事務所、次長 武田浩幸を団長とする予備調査団（以下「調査団」）

をボリビア国に派遣した。調査団は、2007年10月11日から11月6日まで同国に滞在する予

定である。 

調査団は、ポトシ市上下水道公社の関係者と協議を行い、プロジェクト対象地域におい

て現地調査を実施した。 

協議および現地調査の結果、両者は付属書に記載されている主要事項を確認した。 
 

ポトシ、2007年10月18日 
 

 
 
                  
武田 浩幸 
総括 
予備調査団 
独立行政法人国際協力機構 
日本 

 
 
                  
 
総裁 
ポトシ市上下水道公社  
ボリビア共和国 

 
                  
 
次官 
開発企画省 
ボリビア共和国 
 

 
                  
 
ポトシ市長 
ボリビア共和国 
 

  
                  
 
大臣 
水省 
ボリビア共和国 
 



 

付属書 

1. プロジェクトの目的 

本プロジェクトは、新規浄水場の建設および取水・導水施設の改修により、ポトシ市サン

ファン配水系統に安全な水を提供し、対象地域住民の健康状態及び生活水準を改善するこ

とを目的とする。 
 

2. プロジェクト対象地域 

本プロジェクトの対象地域は、ポトシ市である。 

サイト位置は Annex-1 に示される。 
 

3. 責任および実施機関 

責任機関は、水省基礎サービス次官室である。 

実施機関は、ポトシ市上下水道公社（以下、“AAPOS”とする）である。 

ポトシ市上下水道公社の組織図は、Annex-2 に示される。 
 
4. ボリビア国政府による要請内容 

両者の協議の結果、Annex-3に記載された項目、すなわち、サンファン浄水場の建設、取

水・導水施設の改修、および、水質検査用機器の調達が、ボリビア国政府により要請され

た。 

ボリビア側は、要請した項目のうち、サンファン浄水場の建設が優先事項であると説明し

た。 
 

5.日本の無償資金協力制度 

5-1 ボリビア国政府は、調査団から説明を受け、Annex-4、5 に記載されている、日本の

無償資金協力制度、およびボリビア国政府により取られるべき必要措置について理解

した。 

5-2 ボリビア国政府は、プロジェクトの速やかな実施のために、日本の無償資金協力の実

施条件として、必要な措置を取る。 

5-3 ボリビア国政府は、別添 5 の 1.2.3.4.5.2),5.3),8.9.に示す必要な措置をとる旨、

AAPOS を通じて同意した。また、認証された契約に基づき調達される生産物及び役務

の供給に関わる関税、内国税及びその他の費用は AAPOS が負担する旨合意した。 

 

 



 

6. 調査予定 

調査団は、今後の現地調査及び帰国後の国内解析を経て、本調査の結果を日本国政府に報

告する。日本国政府が、本予備調査結果に基づき、本プロジェクトの実施に妥当性を認め

た場合、JICAは基本設計調査団をボリビア国に派遣する。 
 

7. その他事項 

7-1 プロジェクト内容について 
双方は、プロジェクトの実施内容は、本調査の今後の現地調査、日本国内における解析結

果および基本設計調査において決定されることを確認し、要請内容について次のとおり確

認した。 

 

7-1-1 サンファン浄水場の建設 

（１）原水水質および処理方式 

ボリビア側は、サンファン配水系統の原水水質にかかる現状・問題点について、以下のと

おり説明した。 

 ａ）サンファン配水系統には、簡易な塩素注入装置があるものの、適切に機能していな

いため、給水区域内住民の水因性疾患の一因となっている可能性がある。 

 ｂ）雨季(11 月～3 月)の降雨後、サンファン川の取水地点および上流部で濁度が高くな

るとともに、取水施設に土砂が流入する。現在、サンファン配水系統には、浄水場が

ないため、降雨後の濁度の高い原水を処理できず、昨年の雨季には、月 2 回程度、最

大 48 時間の給水停止を余儀なくされた。 

調査団は、サンファン配水系統における既存水道原水の簡易水質検査（濁度、色度、硝酸

性窒素、電気伝導度を簡易測定器により測定）の結果、および要請書内で示された水質デ

ータを見る限り、水質は良好であり、塩素注入施設改善の必要性はあるものの、浄水場の

必要性は低いことを説明した。 

これに対し、ボリビア側は、「2005 年以降現在までの水質のデータ」を提出した。しかし

ながら、当該水質データは 13 サンプルのみにとどまり、かつ、そのほとんどが乾季のデ

ータであった。調査団は、調査期間中に雨季の原水の水質データの測定はできず、また、

既存の水質データによっても、雨季の水質データに乏しいため、浄水場の必要性を判断す

ることが不可能であることを説明した。調査団は、ボリビア側に対し、雨季（11 月～3

月）における適切な地点の毎日の濁度を測定し、改めて 2008 年 4 月 10 日までに、JICA

ボリビア事務所に提出することを提案し、ボリビア側は同意した。当該データ提出後、

JICA は、浄水場の必要性が認められた場合の適切な浄水場の処理方式について、検討す



 

ることを説明した。 
 

調査団は、原水水質について、ポトシ市が鉱山地域であるがゆえ、鉱さい等による重金属

汚染を危惧しており、万が一、原水中に、要請されている浄水場の処理方式では処理が不

可能なレベルの重金属が認められた場合には、高度な処理施設と処理技術が必要となるた

め、わが国の無償案件としての妥当性を再検討する必要があることを説明した。また、本

予備調査において原水及び水道水を採取し、いくつかの重金属項目を適切な機関で検査す

ることを説明した。 
 

（２）処理能力 

ボリビア側は、浄水施設の処理能力について、AAPOS の実施した 2031 年におけるサンフ

ァン配水系統の人口予測に基づき、2031 年には処理能力を 200ﾘｯﾄﾙ/秒にするため、取水

量の増加、取水・導水施設の増強、新規配水管敷設による配水区域の拡大等を計画してい

ることを説明した。 

調査団は、既存の導水管の最大送水能力は 175ﾘｯﾄﾙ/秒であることから、取水・導水施設

が増強されない以上、本プロジェクトとして可能な浄水処理能力は、最大流入量 175ﾘｯﾄﾙ

/秒であることを説明した。 

ボリビア側は、浄水施設の処理能力を流入量 175ﾘｯﾄﾙ/秒とすることとした。 

 

（３） 浄水場用地の造成 

調査団は、現在 AAPOS が確保している浄水場建設用地について、仮に要請どおりの規模で

浄水場が建設される場合、以下のような問題点があることを指摘した。 

ａ） 浄水場施設に必要な幅が不足しており、用地幅の拡大が必要であること。 

ｂ） 建設用地は、急な傾斜地にあり、必要な用地面積を得るには、大量の土工事が発

生するものと想定され、地盤支持力や斜面の角度、法面保護について注意を払う必

要があること。 

ボリビア側は、プロジェクト実施の際は、適切な規模・強度の浄水場用地を造成すること

を約束した。 

 

 

 



 

7-1-2 取水・導水施設の改修 

ボリビア側は、取水・導水施設の改修の必要性について、以下のように説明した。 

a）既存取水施設の設計、及び建設施工上の不具合により、調整槽に土砂等が流入するこ

と。 

b）既存導水施設の基礎部分が、雨水や降雨後に一時的に現れる河川による洗掘や侵食に

よって、損傷している箇所があること。 

調査団は、本導水管路が非常な高圧管路であり、導水管路改修の緊急性が認められること、

及び適切な改修の手法の選定は慎重な検討が必要であることを指摘した。 

調査団は、本予備調査期間中に、導水管の改修必要箇所の現地踏査を行い、詳細を把握す

る。 

 

7-1-3 水質検査用機器の調達 

ボリビア側は、AAPOS がサンファン配水系統とともに運営するカリカリ配水系統に、

AAPOS の中央ラボとして、水質試験室を建設中であり、18 万米ドル相当の水質検査用機器

を本年 12 月までに購入することを計画し、詳細な機器リストを現在検討中であることを

説明した。また、要請の水質検査用機器は、サンファン浄水場運転に必要な項目を、毎日

分析する目的に限定した機器であることを説明した。 

 

調査団は、AAPOS がすでに購入予定の水質検査機器、及び既存の機器との重複を考慮し、

要請された水質検査用機器について、必要性・妥当性を判断することを説明した。 

 

7-2 施設の適切な維持管理 

調査団は、無償資金協力においては、施設の適切な維持管理が、プロジェクト実施に当た

って極めて重要であり、対象施設の維持管理体制等が不十分であると判断された場合は、

基本設計調査の実施は困難であることを説明した。 

調査団は、AAPOS が施設の適切な運営維持管理を行うための体制・能力、経営状況を備え

ているかどうかを調査することを説明した。 

 

7-3 環境社会配慮 

ボリビア側は、本プロジェクトにおける浄水場建設予定地の所有権について、AAPOS が既

に登記済みであると説明し、「地権書(当該法的文書)」のコピーを調査期間中に調査団に

提出することを約束した。また、仮に浄水場建設予定地を拡張する必要がある際にも、現



 

在の建設予定地の周囲は市有地であるため、本プロジェクトに必要な建設予定地を市から

確保可能であると説明した。 

本プロジェクト実施のために必要な「環境許可書」取得の申請については、建設される施

設の設計図面が必要であり、当該設計図面入手後に手続きを開始し、手続き開始後 4 ヶ月

以内に「環境許可書」が取得できることを説明した。 

 

7-4 他のプロジェクトとの重複の有無 

ボリビア側は、本プロジェクトについて、他ドナー、NGO 及び他の政府機関のいかなるプ

ロジェクトとも重複しないことを説明した。 

 

7-5 予備調査の位置付け 

調査団は、予備調査の目的は、要請プロジェクトの妥当性を確認することであり、現段階

では、プロジェクトの実施は日本側によって保証されるわけではないことを説明した。ボ

リビア国側は、この予備調査の性質を理解した。 



 

Annex-1 プロジェクトサイト 

Annex-2 先方実施体制 

 

 

Annex-3 ボリビア国政府による要請内容 

 

本プロジェクトの要請内容は下記の通りである。 

１ サンファン浄水場の建設  1 箇所 
（最大流入量：175ﾘｯﾄﾙ／秒、方式：凝集沈殿ろ過方式） 
(１) 着水井、急速撹拌池、フロック形成池の建設 
(２) 沈殿池の建設 
(３) ろ過池の建設 
(４) 浄水池(配水池)の改修 
(５) 薬品注入設備の設置 
 
２ 取水・導水施設の改修 
（１） 取水施設の改修  1 箇所 
（２） 導水管路(総延長：51km)基礎部分の改修・建設 
 
３ 水質検査用機器の調達 
  サンファン浄水場の運転に必要な水質検査機器  1 式 
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２．詳細協議議事録 

 
詳細協議議事録 AAPOS 理事会 

 
日 時：2007 年 10 月 15 日（月）11:00 ～13:00 
場 所：AAPOS 理事会室 
目 的：表敬、予備調査事項の説明、IC/R の説明、無償資金協力の仕組みの説明 
出席者：AAPOS 理事会メンバー 

Ing. Mario A.CISNEROS Avila  AAPOS 総裁 
Lic. Williams CERVANTES Beltrán AAPOS 事務担当副総裁 
Ing. Rolando MONTESINOS Cazorla AAPOS 技術担当副総裁 
Sr. Valencio HUAYTA Limachi  AAPOS 理事会議長（理事長代理） 
Sr. Jesús BARRIONUEVO H.  AAPOS 理事（教会代表 ヘスス・

デ・ナサレ教区神父） 
Sr. Ramón SUBIETA D.M. AAPOS 理事（トマス・フリーアス自

治大学代表 工学部） 
Sr. Ernesto MORALES M. AAPOS 理事（ポトシ県代表） 
Sr. Néstor MUÑOZ Paniaguia AAPOS 理事（監視委員会代表） 
Sr. Johny CHAMBILLA   プロジェクト・コーディネーター 

 調査団全員 武田、大村、村上、福田、宇佐美、宇山 

議事概要 
〔村上〕 

IC/R について説明。本予備調査の目的・調査事項について説明 
・ 市長表敬の時に本予備調査の目的等について説明してきたが、本予備調査に引き

続いて本格調査（基本設計調査）が行われるとは限らない。 
・ 団員の紹介、日程（ミニッツ）の説明 
・ ミニッツ案は明日、AAPOS に渡して、内容の協議 
・ ミニッツ協議に入る前に、AAPOS に要望事項、便宜供与についての説明 
・ コンサルタント団員が滞在中は、24 時間カウンターパートして協力を頂きたい。 
・ 技術的判断をする上で必要な資料、情報の提供をお願いしたい。 

〔AAPOS 理事会議長〕 
・ 本計画を日本の無償資金協力の仕組みで進めていく上で、被援助国側が守らなけ

ればならないことは、十分理解している。 
・ 便宜供与については、協力していく。 
・ 予備調査が終わってからその結果報告書を見たいが。 

〔村上〕 
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・ 今回のミッションは予備調査なので報告書を AAPOS 側には提出しない。 
・ 実質的な協議の中で、理事の方々が参加されているので、無償をすすめて行く上

で必要な事項について説明。協議事録の雛形の説明 
・ ANEXO に添付する資料のうち、AAPOS 側で用意できるものの確認。 
・ 要請内容の確認 

〔AAPOS 総裁〕 
・ AAPOS の理事会員が来ているので、彼らの前で要請内容の確認をする。 
・ 現在敷設されている導水管路の中には支柱がない管路橋があり、支柱取り付け、

取水工の改修を含めた要請書となっている。 
・ 理事会のメンバーはポトシ市の市民団体の代表であるので社会インパクト評価な

ど行っている。 
〔村上〕  

・ 市長からは、人口増加に伴って給水量が足りないことを指摘さ。水質のことは余

り話題とならなかったがそのほかにどのようなことが問題点となっているか 
〔AAPOS 理事〕 

・ ポトシ市で重要なのは、近年急に市街地が拡大してしまったので、基礎的サービ

スが行き届いていない地区がある。特に給水が不十分な地区がある。 
〔AAPOS 理事〕 

・ AAPOS の財源でできることは自分たちで行う。次の段階の基本設計調査へと是非

つなげたい。 
〔AAPOS 理事〕 

・ 飲み水として、安心できる水が十分供給できるようの確保を是非お願いしたい。 
〔村上〕 

・ 浄水場の水質については問題ないと思うが、雨季の濁度についてデータを見てみ

ないと浄水場の建設を行うか否かは応えられない。 
・ 導水管路の改修（支柱の改修）については、安定給水の点から必要と考える。 
・ ポトシ市としては、量と質とわけた場合、どちらに優先位を置くのか。 

〔AAPOS〕 
・ 理事会委員の間では、水質の改善に重点を置くという意見が多い。 

〔調査団員〕 
・ 塩素滅菌をするだけで十分といえる水質ではないのか。 

〔AAPOS 副総裁〕 
・ サンファンの流域には、牛、羊、リャマなどが生育しているため、それらの糞尿

が河川に混入していることが考えられる。サンファン川の水質がいいのは取水工

上流部が伏流水だからだと思う。 
・ カリカリ浄水場を施工中であるが、これはサンファン配水系とはシステムが異な

るが、住民の健康を優先するため、既存の浄水場の処理能力が小さくなったため
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新たに建設しているものである。 
〔調査団員〕 

・ サンファンの水が時々濁ることで住民からクレームが来るか、それはどのくらい

の期間か。 
〔AAPOS 総裁〕 

・ 濁っているというクレームが来るのは３，４日程度である。 
・ その時は給水を止める。主に雨季の始まりにクレームが来る。 

〔AAPOS 理事〕 
・ サンファン川流域の土壌はシルト、粘土が多いため浸食されやすい土壌である。 
・ 昨日簡易検査をしたらしいが、今の時期にはいい結果がでる。11 月から本格的に

雨が降りだすと濁度の問題が出てくる。 
・ この時期は濁度が４～５度である。受配水タンクは１時間くらい給水時間を止め

ることがある。 
・ 取水口から土砂が流れ込んでいるので改修する必要がある。また、沈砂池に土砂

が堆積するため、雨季には土砂の排出作業をしている。 
〔調査団員〕 

・ どのくらいの期間問題が生じるのか 
〔AAPOS 〕 

・ 12 時間くらい通水を停止させる。 
〔調査団員〕 

・ 濁度は４～５では基準以内にはいると思うが、問題として上がっているのだから、

実際はもっと濁度が大きいのではないかと思う。 
〔AAPOS 〕  

・ 12 時間停止しているから、実際はもっと濁度は大きいと思う。 
〔調査団員〕 

・ 新しい地区（新興地区）への配水管路敷設工事が必要だと思うが？ 
・ 給水量の確保が一番だと思うが、質に視点を置くのは何故か？ 
・ 優先順位はどうなっているのか？ 
・ AAPOS が安全で安心な水を給水しなければいけないことは重々理解している。 

〔AAPOS 副総裁〕 
・ 市内の低地部に新興住宅地ができ、住民数が膨れている。 
・ タラパヤ、ドラゴン地区には給水されていない。これらの地区に給水することが

先決となるが、現在は水質が一番優先である。 
〔村上〕 

・ 住民への健康状態を調査する上で水因性疾病のデータは AAPOS にありますか 
〔AAPOS 総裁〕 

・ 健康被害についての具体的なデータは持っていない。 
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・ サンファン川の濁度については、データを取っていない。 
・ 水質検査については、決められた項目を定期的に実施している。 
・ 我々としては、給水を止めないことが大事である。 

〔調査団員〕 
・ サンファン浄水場に塩素滅菌装置をつけなかったのは、単にお金の問題？ 

〔AAPOS 総裁〕 
・ 自動塩素注入装置はついている。先日の現地調査で案内しなかったらしいので、

後日案内させます。 
〔村上〕 

・ 要請内容について調査団の方でまとめ直すが。おかしい箇所の指摘をしてほしい。 
〔AAPOS 総裁〕 

・ 2004 年に要請書を提出した段階では、それ以前のデータを基に作った。 
・ また、取水口のところに砂が溜まってそれを取り除かなければならない、 
・ サンファン配水系統はポトシの６０％をカバーしている 
・ また、地区には、病院、学校、などがあつまっているので水質を改善した水を供

給したい。 
〔村上〕 

・ 要請内容の確認をします。 
（AAPOS：配水管網の拡大ははいっていなかった？） 

・ 入っていない。 
・ 議事録には明確にしたものを添付したい。 
・ 浄水場の施設の改修内容の具体的なもの。 
・ 導水管路の改修についてはもう少し具体的に示してほしい。地名とか。 
・ 水質検査機器についても具体的に示してほしい。 
・ これらをブレークダウンしたものを ANEXO に添付したい。 
・ カリカリ浄水場には大規模な中央ラボ的なものが整備され、機器が入るものと理

解しているが、本計画ではサンファン浄水場用の水質検査用機器と理解する。 
〔調査団員〕 

・ サンファン系統の水量について、現在どのくらいの取水量となっているのか。 
〔AAPOS〕 

・ 145 L/S です。取水工に流量計がついている。 
〔調査団員〕 

・ 取水量はどこまで増加できるか。 
〔AAPOS〕 

・ 175 l/s までです。 
〔村上〕 

・ IC/R、無償の制度上の説明、表の説明 
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・ 実施機関の確認 
・ 免税措置の確認 
・ 無償資金協力の場合は、機材を援助国側から供与されていると見なされているの

で免税になる。（副総裁） 
・ CIMA にも機材を持ち込んでいるので CIMA に聞いてみるが、CIMA は技術協力

なので無償とシステムが異なる。 
・ 無償の場合は、実施機関側が機材を購入することになる。 

〔団長〕 
・ 無償資金協力の免税について説明。 
・ ボリビアでは最近、中央政府には免税負担がないということが分かった。 
・ 日本側としては、ボリビア側で免税について処理してくれれば、問題ない。 
・ 全部ではないが、後で還付しているプロジェクトがある。日本側としては無償資

金協力となっていることになれば問題はない。 
・ 最近の事例で実施機関側が免税措置を取ってくれたことがある。これらは、ボリ

ビア側の範疇であるので、実施機関側が処理してくれるものと理解している。 
〔AAPOS 総裁〕 

・ 免税措置については、日本側には責務はない。 



 
 
 

３．質問票及び回答 
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３．質問票及び回答 

 

ボリビア国ポトシ市サンファン浄水場建設計画予備調査 

質 問 票 

 
宛先：ポトシ市上水道公社（AAPOS） 

 
１．要請内容の確認 

表 1.1 要請内容一覧 

項 目 数 量 金 額 
（US$） 

1. 導水管の改修及び周辺の暗渠・排水路等の整備 50km 2,003,000
サンファン浄水場の建設（処理能力 180 l/s、凝集沈殿ろ過方式） 
2. 着水井、混和池、フロック形成池の建設 1 式 960,000
3. 沈殿池の建設 1 式 3,010,000
4. ろ過池の建設 1 式 5,160,000
5. 既存貯水タンクの配水池への改修 1 式 83,000
6. 薬品注入設備の設置 1 式 324,000
   

7. 水質検査機器 1 式 20,000
 要請金額合計  11,560,000

 
上記の要請内容の詳細を明らかにするため以下の資料の提出と質問の回答をお願いし

ます。 

→AAPOS からの書面による回答は部分的にしかなく、提出のあった回答については

「収集資料 A-1 質問票の回答」に収蔵。その他、書面での解答がなかった項目につ

いては、聞き取り調査により情報の収集を行った。 

１－１ 導水管の改修及び周辺の暗渠・排水路等の整備について 

(1) 導水ライン（取水施設及び導水管）の設計図（平面図、管路縦断図、構造図） 
(2) 設計時の導水ラインの地形図と土質調査データ 
(3) 現状において改修・整備が必要な導水管及び周辺の暗渠・排水路等の不具合箇所の

リスト、ならびに AAPOS が考えているその改修・整備方法 
(4) 上記要請項目１．US$ 2,003,000 のコストブレイクダウン 

→入手済。(1)は現地で存在を確認。コストブレイクダウンはなし。 
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１－２ サンファン浄水場の建設について 

(1) 水質 

a. 取水地点及び既存貯水タンでの水道水の最近（2004～2006 年）の水質データ 
b. 季節によって濁度は大きく変動しますか？濁度が高い時の期間と数値 
c. 要請書では、「水質が水質基準を達成できないため SISAB により罰金を課せら

れ財政の負担となって健全な運営の妨げとなっている」と記されているが、水

質のどの項目が不適格で幾らの罰金を支払っているのか詳しく書いて下さい。 
d. 下痢等水因性疾患の最近（2004～006 年）のデータ 
e. サンファン川の源水は既に 2000 年から未処理で市民が飲んでいますが、下痢以

外の健康被害が出ていれば詳しく書いて下さい。 
(2) 既存貯水タンクの図面（平面図、構造図）、ならびに浄水場建設予定地の地形図及び

土質調査データ。既存貯水タンクの容量ならびにサンファン配水区内に他の貯水タ

ンクがあればそのリストと容量。 
(3) サンファン浄水場建設に関する上記要請項目２.～７.のコストブレイクダウン 
(4) ボリビア国の環境影響評価ガイドライン、環境影響評価の手続き、審査制度はどの

ようになっていますか？ 

(5) 完成した新ミルネル浄水場の情報 
a. 浄水場の処理フロー 
b. 浄水場の設計図 
c. 建設コスト 
d. 運転維持管理要員配置の現状 
e. 薬品及び電力使用量 
f. 源水と処理後の水質データ 

→入手済。図面類は現地で存在を確認。コストブレイクダウンはなし。2004 年以降

SISAB への罰金支払いはなし。下痢等水因性疾患のデータは入手したが、サンファ

ン配水系統の未処理の水道水との因果関係を証明するデータは確認できなかった。 

１－３ 水質検査機器について 

(1) 法令で定められた水道事業者が実施すべき水質検査項目と頻度、ならびに AAPOS
が実際に実施している水質検査項目と頻度 

(2) AAPOS が現在保有する水質検査機器リスト（購入年・製造年を含む） 
(3) 上記要請にある水質検査機器のリストとコストブレイクダウン 

→入手済。コストブレイクドウンはなし。 
 

２．上水道事業の現状 

(2) 過去 3 年間（2004～2006 年）の水道主要指標 
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a 人口及び給水人口 
b 給水普及率 
c 用途別接続栓数（一般家庭、公共施設、工業、商業） 
d 用途別メーター設置栓数 
e 用途別水消費量 
f 給水原単位（l/人/日） 
g 水供給量 
h 無収水率 
i 料金徴収率 
j 職員数 

(2) 市内の給水制限の現状：給水制限区域、給水制限時間等を詳しく書いて下さい（図

面を添付して下さい）。 
(3) 水道料金 

a 現行の水道料金表 
b 水道料金徴収システムと未納の場合の処置 
c 一般家庭の支出に占める水道料金の割合 

(4) 財務諸表：損益計算書（2002～2006 年）とバランスシート（2003～2006 年） 

→入手済。給水制限区域図はなし。 
 

３．上水道計画、上水道施設の現状 

３－１ 上水道計画に関する資料 

(1) BID の融資でポトシ県が実施した「上水道施設改善に係るフィージビリティー調

査」（1998 年） 

(2) APPOS が作成した 2 つの上水道施設（カリカリ及びサンファン）からなる新しい

マスタープラン 

→(1)は現地で存在を確認。(2)は KFW が作成した計画書以外、特にマスタープランと

称されるものはない。AAPOS では 2007～20011 年の上下水道開発 5 ヵ年計画を現

在策定中。また、AAPOS では毎年、その年度の年次事業計画を作成している。 
 

３－２ 上水道施設の現状 

(1) 送配水管網 
a. 既存の給水区域図 
b. 既存の加圧ポンプ場、貯水タンク等の配水施設の配置図、及びインベントリー

（施設概要、及び施設の記録（竣工年、改修・更新等の年度）） 
c. 既存配水管網図（管径や材質記載のもの）、及びインベントリー（管径、管種、

延長、竣工年） 
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d. 流量計、バルブ（制水弁、減圧弁）の配置図 
(2) KfW の融資で実施したカリカリ及びサンファン両施設の主要水道管更新工事の内

容 
(3) AAPOS が自己財源で実施している無収水削減計画（Plan de Reduccion de Agua 

No-Contabilizada）の計画内容とその実施状況。また、無収水の現状とその内容（漏

水率、違法接続箇所数、水道メーターの故障等）について詳しく書いて下さい。 
(4) 電力事情：停電の有無、停電の頻度、電力供給能力、水道施設における非常用電源

の必要性等について詳しく書いて下さい。 

→入手済。配管網のデータは KFW プロジェクトでデジタル化しているが詳細なインベ

ントリーは整理されていない。無収水削減計画については、1 グループが毎日漏水探

知作業と故障メーターの交換作業を行っているが、無収水削減計画と称される包括

的な計画はない。ポトシ市の電力事情は良好である。 
 

４．他ドナーの支援動向 

(1) KfW 融資による上水道改善プロジェクトの概要と融資条件（金利・返済期間・金

利猶予期間等） 
(2) 過去におけるその他ドナーによる支援プロジェクトの概要 
(3) 現在進行中あるいは計画中の他ドナーの支援計画があれば詳しく書いて下さい。 

→KFW プロジェクト以外他ドナーの支援はなし。KFW プロジェクトに関する資料を

入手済。 
 

５．実施体制、組織 

５－１ 水省基礎サービス次官室 
(1) 水道セクターにおける同サービス次官室の責任と役割 
(2) 最新の組織図、職員数 

→Web-site から入手済。 

５－２ AAPOS 
(1)  組織 

a. APPOS の理事会（Director Board）の構成 
b. AAPOS の最新の組織図 
c. 各部課の役割と職員数 

(2)  運営維持管理体制 
a. 配水管網の維持管理・補修のための組織、人員及び予算 
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b. AAPOS が保有する維持管理・漏水探知機器のリスト 
(3) その他 

a. AAPOS とポトシ県、ポトシ市との関係について詳しく書いて下さい。 
b. 職員の研修計画ならびに人材育成に関する現状と課題を詳しく書いて下さい。 

→入手済。AAPOS は、財務上は完全な独立企業体。県・市の代表が理事会の構成員（市

長が理事長）。 
 
６．都市計画・環境衛生状況 

(1) ポトシ市の都市計画について詳しく書いて下さい（都市計画図を添付して下さい）。 
(2) ポトシ市の下水道（下水排水網・下水処理）の状況を詳しく書いて下さい。 
(3) ポトシ市のごみ収集・処理の状況を詳しく書いて下さい（収集エリア、収集頻度、

収集量、ゴミ処分先）。 

→都市計画についてはポトシ市より入手済。下水道については、施設の計画・建設は

市が行い、AAPOS は維持管理のみを担当している。ごみについての資料は収集でき

なかった。 
 
７．地図・自然条件 

(1)  地図の有無（あればご提供下さい） 

a. 地形図 

b. 航空写真 

c. 衛生画像  

d. 土地利用図 
(2)  プロジェクトサイトまたはその近傍の気象データ 

a. 気温（月平均） 

b. 湿度（月平均） 

c. 風向･風速（月平均） 

d. 蒸発量（月間） 

e. 降水量（月間･年間） 

f. 気象観測所位置図 

→５万分の 1 の地形図のみ入手、土地利用関連資料はポトシ市から入手（収集資料

A-11）。それ以外の地図データは現地で存在を確認出来なかった。気象データも現地

で存在を確認できなかった。 
 
８．設計・積算基準、資材調達状況 
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(1) 設計・積算基準 

a. 設計基準（土木、電気、機械、管工事等） 
b. 積算基準 

(2) コンサルタント及び測量会社等のリスト 

a. 水道計画・設計（エンジニアリング）業務 

b. 地形測量業務 

c. 地質及びボーリング調査業務 

d. 社会環境調査業務 

(3) 建設関連単価資料 

a. 水道施設関連の資機材単価及び土木工事建設単価 

b. 人件費（技師）単価 

c. 労務費（配管工、一般作業員等）単価 

d. 電力料金表 

e. 水質検査単価 

(4) 資機材調達資料 

a. ボリビア国で調達可能なポンプ、パイプ、バルブ等のカタログ・製品仕様の資料、

単価、メーカー（または代理店）リスト 
b. 凝集剤、塩素消毒剤、試薬（水質検査用）の調達先リスト、単価 

→AAPOS に資料があることを確認。ボーリング調査については、ポトシ市内でボーリ

ング調査を行うリグを持っている業者はいない。 
 
９．開発計画・統計資料 

(1) 国家基礎衛生計画（2001 年－2010 年） 
(2) 人口動向資料 

(3) 社会経済指標資料 

→Web-site から入手済。 
 



 
 
 

４．収集資料リスト 



添付資料 ４．　　収集資料リスト（■収集資料/□専門家作成資料）

番号 資　料　の　名　称
形態(図書、
ﾋﾞﾃﾞｵ､地図､

写真等)

収集
資料

専門家
作成資
料

JICA
作成
資料

ﾃｷｽﾄ 発行機関 取扱区分 図書館記入欄

1 Ministerio del Agua コピー
＊

Web-site, Ministerio del Agua

2 Organigrama: Viceministrio de Servicios Basicos コピー
＊

Web-site, Ministerio del Agua
JR･CR(   )･

SC

3
REGRAMENTO NACIONAL  REGLAMENTO DE GESTION DE SERVICIOS DE AGUA
POTABLE Y SANEAMIENTO EN ZONAS NO CONCESIBLES

コピー
＊

MINISTERIO DE SERVICIOS Y OBRAS PUBLICAS
VICEMINISTERIO DE SERVICIOS BASICOS

JR･CR(   )･
SC

4
medio ambiente y desarrollo  La gesition local, su administracion,
desafios y opciones para el fortalecimiento productivo municipal en
Caranavi, Departamento de La Paz, Bolivia

コピー

＊

CEPAL ECLAC
JR･CR(   )･

SC

5
FOBOMADE-Foro Boliviano sobre Medio Ambiente y Desarrollo,
Intergracion de la Infraestructura Regional Sudamericana
(IIRSA).Proyectos en Bolivia

コピー

＊

FOBOMADE
JR･CR(   )･

SC

6 Sistemas condominiales de agua y alcantarillado (El Alto) コピー
＊

World Bank Office, Lima
JR･CR(   )･

SC

7 MAPA DE POBREZA コピー
＊

INE
JR･CR(   )･

SC

8 EL ORDENAMIENTO TERRITORIAL EN BOLIVIA コピー
＊

Unidad de Adminitracion Territorial
JR･CR(   )･

SC

9 Agua y recurso hidrico en el Sudoeste de Potosi コピー
＊

FOBOMADE
JR･CR(   )･

SC

10
ACTIVIDADES,OBRAS O PROYECTOS CON LICENCIA AMBIENTAL (DECLARATORIA DE
IMPACTO AMBIENTAL-DIA)

コピー
＊

MINISTERIO DE SERVICIOS Y OBRAS PUBLICAS
VICEMINISTERIO DE SERVICIOS BASICOS

JR･CR(   )･
SC

11
POBLACION POR SEXO Y AREA GEOGRAFICA E INDICADORES SELECCIONADOS
SEGUN PROVINCIA Y MUNICIPIO, CENSO 2001

コピー
＊

INE
JR･CR(   )･

SC

12
POTOSI : PRINCIPALES CARACTERISTICAS DE LA VIVIENDA DE LOS HOGARES,
SEGUN PROVINCIA Y MUNICIPIO, CENSO 2001

コピー
＊

INE
JR･CR(   )･

SC

13 ESTADISTICAS E INDICADORES DE POBREZA SEGUN SECCION MUNICIPAL, 2001 コピー
＊

INSTITUTO NACIONAL DE ESTADISTICA-UNIDAD DE
ANALISIS DE POLITICAS SOCIALES Y ECONOMICAS

JR･CR(   )･
SC

14
DISTRIBUCION PORCENTUAL DE LOS HOGARES POR QUINTILES DE INGRESO SEGUN
AREA GEOGRAFICA, DISTRIBUCION Y PROCEDENCIA AGUA DE LA VIVIENDA, 2000
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＊

INSTITUTO NACIONAL DE ESTADISTICA
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SC

15 PRECIOS DE LOS PRINCIPALES MATERIALES DE CONSTRUCCION コピー
＊

INSTITUTO NACIONAL DE ESTADISTICA
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SC
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REPUBLICA DE BOLIVIA
MINISTERIO DE PLANIFCACION DEL DESARROLLO PLAN NACIONAL DE DESARROLLO
DISTRIBUCION TERRITORIAL DE PROYECTOS
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＊

Plan Nacional de Desarrollo, Viceministerio
de Inversion Publica y Financiam iento
Externo

JR･CR(   )･
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17
REPUBLICA DE BOLIVIA
MINISTERIO DE PLANIFICACION DEL DESARROLLO PLAN NACIONAL DE
DESARROLLO PROYECTOS PRIORIZADOS

コピー

＊

Plan Nacional de Desarrollo
JR･CR(   )･

SC

18 MARCO LEGAL SISAB コピー
＊

SISAB
JR･CR(   )･

SC

19 4章　セクター評価 コピー
＊

JICA
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SC

20 La gestion ambiental minera en Bolivia (Danilo Bocangel Jerez) コピー
＊

Fundacion MEDMIN
JR･CR(   )･

SC

21 INFORME NACIONAL SOBRE LA GESTION DEL AGUA EN BOLIVIA コピー
＊

Informe nacional sobre la gestion del agua de
Bolivia

JR･CR(   )･
SC

22
PROGRAMA DE INFORMACION E INDICADORES DE GESTION DE RIESGOS
Indicadores para la Gestion de Riesgos
APLICACION DEL SISTEMA DE INDICADORES 1980-2000

コピー

＊

BID
JR･CR(   )･

SC

23
Promoting Social Adaptation to Climate Change and Variability through
Knowledge, Experiential and Co-lenarning Networks In Bolivia

コピー
＊

SHELL FOUNDATIION
SUSTAINABLE ENERGY PROGRAMME

JR･CR(   )･
SC

24 Situacion de Salud, Indicadores Basicos 2003 Bolivia コピー
＊

INE
JR･CR(   )･

SC

25
INFORME PAIS 2004  Bolivia: ¿Mas de lo mismo sin "crecimiento pro
pobre"?

コピー
＊

Sida
JR･CR(   )･

SC
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EVALUACION COMUN DE PAIS   Sistema de las Naciones Unidas en Bolivia
Borrador Final  Octubre 2004

コピー
＊

Naciones Unidas
JR･CR(   )･
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27 Censo Nacional de Poblacion y Vivienda 2001 コピー
＊

INE
JR･CR(   )･

SC

28 Proyecto Andino de Competitividad  Documentos de Trabajo Enero 2001 コピー
＊

Instituto de Investigaciones Socio-Economicas
Universidad Catolica Boliviana
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SC

29 BOLIVIA : EVALUACION DE LA ECONOMIA 2002 コピー
＊

UDAPE (UNIDAD DE ANALISIS DE POLITICAS
SOCIALES Y ECONOMICAS)

JR･CR(   )･
SC

30 CD-R  Normas Tecnicos Viceministerio de Servicios Basicos (VSB) CD
＊

MINISTERIO DE SERVICIOS Y OBRAS PUBLICAS
VICEMINISTERIO DE SERVICIOS BASICOS

JR･CR(   )･
SC
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Plan Nacional de Desarrollo, Agua Para La Gente-Saneamiento Basico
（国家開発計画の上水道・衛生部門）

コピー
＊

Web-site, 調査団訳付き
JR･CR(   )･

SC
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32 環境ライセンス取得手順 コピー
*

JICAボリビア事務所
JR･CR(   )･

SC

T 地形図

T-1 地形図　縮尺　1/50,000 POTOSI (OESTE)
ｵﾘｼﾞﾅﾙ
(A1) ＊

IGM
JR･CR(   )･

SC

T-2 地形図　縮尺　1/50,000 PORCO
ｵﾘｼﾞﾅﾙ
(A1) ＊

IGM
JR･CR(   )･

SC

T-3 地形図　縮尺　1/50,000 RIO SAN JUAN
ｵﾘｼﾞﾅﾙ
(A1) ＊

IGM
JR･CR(   )･

SC

A AAPOSの技術資料

A-1 質問票の回答 コピー
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC

A-2 AAPOS INFORMA（給水停止の新聞工事記事） コピー
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC
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Ministerio de Hacienda Viceministerio de Tesoro y Credito Publico
Unidad de Programacion Fiscal(大蔵省との「経営改善協定書」）

コピー
＊

AAPOS、調査団訳付き
JR･CR(   )･

SC

A-4 ポトシ市上水道プロジェクト（KFWプロジェクト予算及び工事内容） コピー
＊

AAPOS、調査団訳付き
JR･CR(   )･

SC

A-5
IV. Resulta Tados de Proyeccion de la Poblacion（AAPOSの将来人口予
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コピー
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC
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Dotacion Media/ Demanda, I. Dotacion de Acuerdo a Norma Bolivia（ボリ
ビア国の給水原単位の基準値）

コピー
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC

A-7 Tanque Rio San Juan（サンファン浄水場予定地の地形図） 図面(A4)
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC

A-8
Project de Agua Potable de la Ciudad de Potosi, Cirguito Chapini（配
水管図の１例）

図面(A4)
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC

A-9
Project de Agua Potable de la Ciudad de Potosi, Interconexion entre
Reservorios（配水池接続管平面図）

図面(A1)
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC
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A-10 Catastro Plano de Red Alcantarillado CD
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC

A-11 ポトシ市都市計画 CD
＊

AAPOS、ポトシ市
JR･CR(   )･

SC

A-12 Plan Operativo Annual AAPOS POTOSI 2007（2007の年次計画書） コピー
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC

A-13
AAPOS-Potosi / Supervision Lote 7.3 B: Suministro de Micromedidores y
Valvula Antifraude 06/2005

コピー
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC

A-14
Ministerio de Vivienda y Saneamiento Basico ADMINISTRACION AUTONOMA
PARA OBRAS SANITARIAS

コピー
＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC

A-15
Plan Estrategico de Desarrollo, Serviceo de Agua Potable y
Alcantarillado
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＊

AAPOS
JR･CR(   )･

SC

A-16 POA 2007 簡易製本
＊

AAPOS
JR･CR(   )･
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＊

AAPOS
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＊

AAPOS
JR･CR(   )･
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５．参考資料（水道水源の重金属・化学物質等の水質検査結果） 

2007 年 10 月 18 日（木） 

「ボリビア国鉱山環境研究センタープロジェクト」 

 

市内水道施設水質検査のメモ 

 

短期専門家（分析所運営管理） 福嶋 健次 

 

・ 10 月 17 日（水）：CIMA 所長、ラボ職員 2 名、大塚調整員、福嶋専門家が試料採取、

現地測定を実施 

・ 10 月 18 日（木）：AAPOS の化学分析担当職員（Sra.UIQUI）、ラボ職員 4 名、福嶋専門

家が試料採取、現地水質検査を実施 

 

 

試料採取地点 要約 

NO. 採取日 
地点名 

(標高) 
地点名 記  事 備 考 

１ 
10/17 

（水） 

サンファン川
上流取水点 

Rio San Juan 

水道原水（渓谷のなかの沢水） 

 水質は極めて良好 

 取水口はスクリーンが敷設されている 

 上流に汚染源（放牧、人家）は無い 

 

2 
10/18 

(木) 

ポトシ市内 

(4,260M) 

「Estanque Miller」 

上流部のカリカリ地区の貯水池群
から導水後の集水地点（貯水タン
ク） 

 上流の主要な貯水池：Chaluviri, Lacka Chaca, San 
Sebastian など 3 箇所 

 スクリーンネットに多数の水生生物が付着 

 上流の各貯水池の水質調査が必要 

 

3 
10/18 

(木) 

ポトシ市内 

(4,230M) 

Estanque Miller 上記の貯水タ
ンクから旧浄水施設を経由した市
内への配水地点 

 

 上記集水地点より約 50m 下方 

 38 年前に建設。老朽化が著しいが新設の浄水場が完成す
る 2007 年末まで操業を続けている 

 砂濾過（人力作業）、塩素殺菌を実施 

 AAPOS の維持管理センター、資機材置き場となっている 

 分析ラボ（簡易分析機器）、貯水地および沈殿地などの
設備を有する 

 

4 
10/18 

(木) 

ポトシ市内

(3,820M) 

「Jesus Valle」 

Miller からの最終給水地点 

 過去に健康被害無し 

 過去に水質障害無し 

 

5 
10/18 

(木) 

ポトシ市内 

(3,710M) 

「Escuela San Juan」 

San Juan からの最終給水地点 

 過去に健康被害無し 

 過去に水質障害無し 

 

6 
10/18 

(木) 

ポトシ市内 

(3,935M) 

「Hospital Daniel Bracamonte」

Miller と San Juan の両方の水道
水が混ざった給水地点 

 過去に健康被害無し 

 過去に水質障害無し 

 

7 
10/18 

(木) 

ポトシ市内 

(4,145M) 

San Juan 川からの集水地点（貯
水タンク） 

 雨季の濁りがやや問題となっている 

 San Juan 川の原水取水点スクリーンネットを通して小魚
が進入し、貯水タンクで確認され大問題となった経緯が
ある 

 

8 
10/18 

(木) 

ポトシ市内 

(4,140M) 

San Juan 貯水タンクから浄化槽
を経由した市内への配水地点 

 塩素処理のみ実施  
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現場写真集 

NO.1 
 

NO.2 

NO.3 
 

NO.4 

NO.5 NO.6 

NO.7 NO.8 
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調査地位置図

ポトシ市

N

セロ・リコ山
（4,824m）

協力：　ボリヴィア国　
鉱山環境センタープロジェクト（CIMA)

0 3 km1 2

AAPOS

一般無償
ポトシ市サンファン浄水場建設計画

予備調査　
（水質モニタリング調査地点)

 

ラパス

ポトシ

550km

2
3

7 8

１

6

4

5

サンファン川上流取水点（50km以上遠方）

新浄水場（建設中）
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